
住友ゴム工業とNECは2025年7月14日、世界で競争力のある研究開発基盤構築と新たな事業機会創出
を目的とした戦略的パートナーシップを締結しました。この提携は、グローバル競争激化と労働人口
減少に対応するため、「研究開発基盤の構築」と「新事業機会の探索・創出」の2軸で展開されま
す。2022年からの協業実績を基盤に、2026年までに先行テーマの実証と成果創出を目指していま
す。

住友ゴム工業は2024年度に過去最高の業績を記録しました�1�。売上収益は1兆2119億円（前年比
103％）、事業利益は879億円（前年比113％）で、タイヤ事業の売上収益1兆464億円が過去最高を
更新しています�2�。

主力事業と戦略：

NECは2024年度に売上収益3兆4234億円、営業利益2564億円（前年比36％増）を記録しました
�4�。主力のITサービス事業と社会インフラ事業が好調で、「BluStellar」の売上収益は44％増の
5424億円となっています�5�。

主力事業と先端技術：

住友ゴム工業とNECの戦略的パートナーシップ深堀
分析レポート

要約

1. 提携の背景と企業概要

1.1 住友ゴム工業の企業概要と業績

タイヤ事業：DUNLOP、FALKENブランドでグローバル展開

スポーツ事業：ゴルフ、テニス用品の製造・販売

産業品事業：インフラ関連製品、防衛機器ゴム部品

長期経営戦略「R.I.S.E. 2035」：「ゴムから生み出す新たな体験価値をすべての人に提供し続
ける」を目指す姿として設定�3�

1.2 NECの企業概要と業績

ITサービス：デジタル変革支援、システム運用

社会インフラ：通信インフラ、航空宇宙・防衛

先端技術：AI、IoT、デジタルツイン、マテリアルズ・インフォマティクス

新規事業開発：「NEC Open Innovation」による多彩な共創�6�



住友ゴムは2017年に「SMART TYRE CONCEPT」を発表し、5つの核となる技術開発を推進してい
ます�7�：

センシングコア技術：

アクティブトレッド技術：

性能持続技術：

AI・デジタルツイン技術：

マテリアルズ・インフォマティクス：

製造業・モビリティ分野での活用実績：

2. 技術的・事業的背景

2.1 住友ゴムの「SMART TYRE CONCEPT」

タイヤの回転により発生する車輪速信号を解析し、路面状況、タイヤの摩耗状況、荷重、空気圧
を検知�8�

追加センサー不要で、ソフトウェアのみで構成される革新的技術�9�

2024年から海外自動車メーカー向けに納入を開始�2�

路面状態の変化に反応してゴムの性質が変化する技術�10�

「水スイッチ」と「温度スイッチ」により、ウェット路面と氷上路面で最適な性能を発揮�11�

2025年「Tire Technology International Awards」で「R&D Breakthrough of the Year」を受賞
�10�

摩耗と劣化による性能低下を抑制し、新品時の性能を長期間維持�12�

2万km走行後も新品と同じウェットグリップを実現するコンセプトタイヤを開発�12�

2.2 NECの先端技術とモビリティ・製造業での実績

「NEC Digital Twin Platform」で製造工場や物流倉庫の状況をデジタル空間上に再現�13�

映像AI技術による作業行動可視化、モノの流れ可視化を実現�14�

約30％の省人化を達成した実証実績�13�

再生プラスチック製造の効率化で作業時間を半減�6�

「NEC先端技術コンサルティングサービス」で世界トップレベル研究者の知見を提供�6�

自動車業界向けソリューション提供（機能安全、AUTOSAR、車載セキュリティ）�15�

量子コンピューティングによる生産計画・配送計画の最適化�6�



統合されたセンシング・AI技術：

新しいビジネスモデル：

研究開発の高速化：

製造プロセスの最適化：

統合モビリティプラットフォーム：

スマートシティインフラ：

3. 協業による創出可能性のある具体的成果

3.1 次世代スマートタイヤとデータサービス

住友ゴムの「センシングコア」技術にNECのAI解析技術を組み合わせ、より高度な路面状態予測
と車両制御を実現

タイヤからのリアルタイムデータをNECのデジタルツインプラットフォームで解析し、予知保全
サービスを提供

タイヤ性能データとAI分析を組み合わせた「タイヤ・アズ・ア・サービス」モデル

運輸業界向けの包括的なフリート管理ソリューション

3.2 AIとデジタルツインによる開発・製造革新

NECのマテリアルズ・インフォマティクス技術で、住友ゴムの材料探索・解析技術を高速化

デジタルツインによる仮想タイヤ開発で、物理試作の回数を大幅削減

住友ゴムの製造ノウハウとNECのデジタルツイン技術を組み合わせた「スマートファクトリー」
の実現

AI予測による品質管理と生産効率向上

3.3 MaaSとスマートシティ向けソリューション

タイヤセンサーデータとNECのモビリティソリューションを統合し、交通流最適化と安全性向上
を実現

路面状態情報を活用した動的ルート最適化システム

タイヤセンサーネットワークによる都市インフラ監視（道路状況、気象条件）

公共交通とプライベートモビリティの最適配置による効率的な都市交通システム

4. 競合他社との比較分析



AWSとの戦略的協業：

NTTとの技術共創：

タレスとの事業連携：

S&VLとの協業：

技術的優位性：

事業展開の幅広さ：

4.1 ブリヂストンの取り組み

2022年からAWSとグローバルで戦略的協業を展開�16�

「Bridgestone Marketplace」でタイヤセントリックソリューションとモビリティソリューショ
ンを提供�16�

クラウドプラットフォーム活用により、エネルギー使用量削減とハードウェア資産効率化を実現
�16�

2024年から「デジタルツイン」「サステナビリティ」「タイヤを介した環境及び人にやさしい
街づくり」の3テーマで共同研究�17�

NTTの世界トップクラスのセンシング・分析技術とブリヂストンのゴム・タイヤ開発知見を融合
�17�

4.2 ミシュランの取り組み

2025年にタレスと連携し、シミュレーションソフトウェアの収益化を推進�18�

「TameTire」などの高精度タイヤ性能シミュレーションソフトウェアを展開�18�

群馬県太田サイトでドライビングシミュレーター研究所を設立�19�

VI-grade社の「DiM300」を活用した自動車開発効率化を支援�19�

4.3 住友ゴム×NECの差別化ポイント

センシングコア技術の独自性：追加センサー不要でソフトウェアのみで多様な情報を検知

NECの総合的なデジタル技術：AI、IoT、デジタルツイン、マテリアルズ・インフォマティクス
の統合活用

2022年からの協業実績：匠のノウハウAI化での成功事例�20�

社会インフラ、宇宙・防衛、ヘルスケアなど多様な産業領域での事業機会探索

住友ゴムのゴム技術のNEC事業分野への応用可能性（防振、シール、絶縁材料など）



提携発表後の報道では、両社の技術的補完性と事業シナジーが注目されています�21�。特に以下の点
が評価されています：

技術革新の期待：

事業拡大の可能性：

株式市場の反応：

業界内での位置付け：

異なる企業文化の融合：

技術標準化の複雑性：

収益化までの期間：

5. 市場反応と専門家分析

5.1 業界専門家の見解

製造業の研究開発枠組みの抜本的変革への期待

AI技術とゴム材料技術の融合による新たな価値創造の可能性

従来のタイヤ事業の枠を超えた新市場開拓

NECの多様な事業分野への住友ゴム技術の応用

5.2 市場の反応

住友ゴム工業（5110）とNEC（6701）の提携発表は、両社の技術革新と新事業創出への期待を
示している�22�

タイヤ業界でのデジタル化・AI活用の先進的取り組みとして評価

製造業全体のDX推進のモデルケースとしての注目

6. 課題とリスク分析

6.1 技術統合の課題

伝統的な製造業（住友ゴム）とIT企業（NEC）の文化・プロセスの違い

研究開発スピードと品質基準の調整

ゴム材料技術とデジタル技術の統合における標準化

国際的な技術標準への対応

6.2 事業化までの時間軸

2026年の先行テーマ実証から本格的な事業化までの期間

初期投資回収のタイムスケジュール



競合対応の必要性：

顧客の技術採用意欲：

規制・標準化対応：

住友ゴム工業とNECの戦略的パートナーシップは、以下の点で高い意義を持っています：

技術革新の可能性：

事業拡大の機会：

既存の協業基盤：

技術的補完性：

明確な目標設定：

ブリヂストンやミシュランの先行する取り組みへの対応

技術開発と事業化の同時進行の難しさ

6.3 市場受容性のリスク

新しいタイヤ技術やサービスモデルに対する市場の受容度

既存の商慣行との調整

自動車業界の安全規制や環境規制への対応

国際標準化機構での技術標準策定への参画

7. 将来性評価と結論

7.1 パートナーシップの意義

両社の核となる技術の融合による革新的製品・サービスの創出

製造業の研究開発プロセスの根本的変革

従来の事業領域を超えた新市場開拓

社会インフラ、宇宙・防衛、ヘルスケア分野での事業機会

7.2 成功要因

2022年からの協業実績による相互理解と信頼関係

匠のノウハウAI化での成功体験

住友ゴムの材料技術とNECのデジタル技術の高い親和性

両社の研究開発力の相乗効果

2025年秋までのテーマ選定、2026年の実証という具体的なマイルストーン

世界競争力のある研究開発基盤構築という明確な目標



このパートナーシップは、日本の製造業のDX推進と国際競争力強化に大きく貢献する可能性があり
ます。特に、AI技術と材料技術の融合による新しい製品・サービスの創出は、モビリティ業界全体の
発展に寄与すると期待されます。

成功の鍵は、両社の技術的強みを活かした具体的な成果の早期実現と、新しい事業モデルの確立にあ
ります。2026年の先行テーマ実証結果が、このパートナーシップの将来性を大きく左右することに
なるでしょう。

本レポートは2025年7月15日時点の公開情報に基づいて作成されました。

7.3 今後の展望


